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麓
骨
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い
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さ
さ
博
士
高
田
保
局

魚
食
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
串
二
博
士
財
部
静
治

英
園
の
重
農
主
義
者
・
・
・
・
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・
・
・
・
経
重
博
士
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経
夫

帥
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醐

赤
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晴
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E
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h
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白
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叫
湖
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二
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・
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牢
士
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田
敬

濁
逸
大
銀
行
ミ
中
小
工
業
金
融
・
・
・
-
極
司
君
事
士
楠
見
一
正

金
敷
量
読
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
経
由
潤
墜
士
松
岡
孝
児

組

朝

間

荷

山

ケ
イ
ン
ズ
の
基
本
的
均
衡
閥
係
・
・
・
・
経
済
皐
土
中
谷
賓

世
帯
統
計
に
就
て
・
・
・
・
・
・
・
・
経
古
学
士
岡
崎
文
規

貸
借
封
照
表
の
基
礎
的
考
察
・
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-
経
済
墜
土
旗
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吉
郎

老
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舶
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慮
分
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い
て
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世
帯
統
計
に
就
て

岡

i時

丈

規

岡
勢
調
査
の
調
査
様
式
と
し
て
、
今
日
、

器

一
般
に
世
帯
票
、

(
出
戸
口
町
プ
丘
三
宮
⑦
)
が
使
間
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

と
L
K
至
る
ま

で
の
聞
に
は
幾
多
の
陵
史
的
場
一
濯
が
あ
り
、
同
門
口
問
己
は
、
之
に

六
種
の
株
式
の
存
布
を
認
め
〈
註
一
)
、
そ
し
て
一
八
四
六
年
に

於
け
る
ベ
ル
ギ
ー
国
勢
調
査
は
、
世
帯
票
に
よ
る
世
帯
別
調
査

の
、
賞
用
上
、
最
も
完
全
た
も
の
で
あ
る
事
を
立
寵
し
た
と
述

ぺ
て
ゐ
る
。
然
る
に
∞
宮
ロ
ロ
は
、
と
の
世
帯
回
一
討
に
比
較
し
て
、

個
人
票

(HE王
含
田
町
善
一

rEO)
の
方
が
、
技
術
上
、

土
り
完

全
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
理
論
上
、
よ
り
正
営
な
も
の
で
あ
る
や

う
に
思
は
れ
る
と
言
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
、
共
の
理
由
と
し
て
、

技
術
上
か
ら
見
て
、
世
帯
票
を
書
き
窮
し
て
個
人
票
を
作
製
す

る
事
は
、
整
理
事
務
上
、
絶
叫
割
に
必
要
で
あ
る
が
、
と
の
揚
合
、

或
る
程
度
の
訣
謬
は
避
け
難
い
に
反
し
て
、
最
初
か
ら
個
人
票

世

帯

統

計

に

就

て

を
使
用
す
れ
ば
、

こ
の
危
険
は
全
然
除
去
し
得
ら
れ
る
し
、
ま

た
、
理
論
上
か
ら
見
て
、
統
計
的
叙
蓮
は
、
原
則
的
に
、
綜
合

的
軍
位
(
家
族
叉
は
世
帯
)
で
は
な
く
し
て
、
個
人
で
あ
る
と
言

ふ
の
で
あ
る
。

電
気
集
計
機
の
褒
明
せ
ら
れ
る
以
前
に
於
て
は
、
各
人
の
記

入
せ
る
個
人
哀
を
、
共
の
ま
主
直
ち
に
、
製
表
事
務
の
目
的
に

利
用
す
る
事
が
可
能
で
あ
り
、
製
表
事
務
の
簡
略
を
期
す
る
効

岡
市
が
有
っ
た
矯
め
に
、
曾
っ
て
個
人
票
を
使
用
し
た
例
は
決
し

て
少
な
く
友
い
が
、
今
日
の
動
く
電
気
集
計
棋
を
附
世
間
す
る
易

合
に
は
、
公
衆
を
し
て
個
人
票
に
調
査
事
項
を
穿
孔
せ
し
む
る

事
は
全
く
不
可
能
で
あ
り
、
調
資
は
電
気
集
計
共
も
の
L

準
備

と
し
て
行
ひ
得
る
に
過
ぎ
た
い
か
ら
、
個
人
宙
開
に
よ
る
調
査
も

右
に
一
示
せ
る
利
訴
を
全
く
失
ふ
に
至
る
の
で
あ
る
。
偲
り
に
個

人
票
に
こ
の
利
盆
あ
り
と
す
る
も
、
∞
同
出
口
=
が
主
張
す
る
が
如

き
正
確
牲
を
、
個
人
票
に
期
待
す
る
事
は
、
到
底
、
出
来
左
い

の
で
あ
る
。
個
人
票
に
於
け
る
公
衆
の
記
入
は
、
相
営
欄
内
記

入
の
規
定
を
厳
守
せ
ざ
る
矯
め
に
、
匝
々
に
流
れ
、
却
っ
て
不

正
確
友
る
結
果
を
招
く
危
険
が
多
〈
J
H

呂
田
同
門
に
従
へ
ば
、
と
れ

第
三
十
三
巻

七
五
九

第
五
競

iL 

財部博士の検索に従へば Haushaltは所帯と綴る方がー暦正確であるが、(財
部博士、所帯観 h圃勢調査問題講話11 三に二頁参照〉園勢調査施行令は世帯
白文字を使用してゐるので、暫〈之に倣4事とする。
Engel， E.， Die Methoden der Volkszahhmg， -Zeitschr.-des k. pr即時. st.t. B 
1. Jahrg. 1861， S. 162. 
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世

帯

統

計

に

就

て

は
「
統
計
準
備
行
震
の
公
衆
へ
の
是
認
さ
れ
難
き
再
嫁
」
で
あ

雑る
た:ぷ
ら lロ:
ほし田

町丈
特警
に ι

三コ使qr用
~..， 
ら V

揚
オ工
合7己
に

る
は

個
人調
葉査
の員
!照の
査事
並務
にを
整煩

理
を
困
難
た
ら
し
む
る
矯
め
、
自
然
、
誤
謬
を
見
逃
す
機
曾
が

多
く
な
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
ョ
例
へ
ば
世
帯
票
に
よ
る

場
合
、
疑
は
し
き
夫
婦
の
年
齢
に
つ
い
で
、
之
を
再
調
査
す
る

事
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
が
‘
個
人
禁
に
於
て
は
之
は
困
難
で

あ
る
。
現
に
調
在
員
の
照
査
を
経
た
る
世
帯
票
に
於
て
も
、
往

々
に
し
て
、
疑
問
視
す
可
き
記
入
事
項
が
あ
り
、
統
計
局
は
之

を
市
町
村
に
照
舎
し
て
、
訂
正
の
手
績
を
取
っ
て
ゐ
る
が
、
個

人
票
に
於
て
は
と
の
疑
問
の
記
入
事
項
を
裂
見
す
る
事
す
ら
不

可
能
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
之
に
封
し
て
、
世
帯
票
を
使
用

ず
る
揚
合
に
は
、
調
査
員
の
準
備
調
査
を
容
易
な
ら
し
め
、
調

賓
の
事
寅
に
勤
し
て
、
最
大
の
確
貫
性
と
最
大
の
完
全
性
と
を

期
待
す
る
事
が
出
来
る
と
何
コ
閣
内
一
は
主
張
す
る
。
世
帯
票
に
よ

る
調
賓
が
、
同
出
口
四
巳

の
期
待
せ
る
程
度
に
完
全
な
も
の
で
あ
一
る

か
否
か
は
疑
問
と
し
友
け
れ
ば
た
ら
な
い
が
、
諸
闘
が
国
勢
調

査
の
調
査
様
式
と
し
て
世
帯
票
を
使
用
す
る
に
至
っ
た
の
は
、

第
三
十
三
巻

七
六

O

第
五
披

一一一一
O

専
ら
調
査
技
術
上
、
個
人
票
に
比
較
し
て
、
世
帯
票
に
は
右
に

港
ぺ
た
が
如
き
長
所
あ
る
を
認
め
た
が
矯
め
で
あ
っ
て
、
未
だ

必
ら
や
し
も
理
論
上
の
要
求
に
基
い
た
も
の
で
は
な
い
。
園
勢

調
査
の
調
査
様
式
在
し
て
、
技
術
上
、
世
帯
票
が
使
用
せ
ら
れ

だ
け
れ
ど
も
、
人
口
統
計
は
本
質
的
に
は
向
ほ
原
子
的
・
個
人

的
原
理
に
北
川
き
、
人
口
を
個
々
の
個
人
の
無
結
晶
な
る
線
量
と

し
て
取
扱
ひ
、
人
口
の
一
位
曾
集
国
的
性
質
を
殆
ん
ど
問
題
に
し

-
た
か
り
央
が
銑
u
u
k
、
判
郡
引
い
L

ト
叫
ん
川
て
件

K
G
枯
巾
慌
た
博
明

個
々
の
個
人
に
分
解
し
、
人
口
の
集
国
的
表
掌
(
世
帯
叉
は
出
家

族
)
を
閑
却
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
人
口
の
か
L

る
原
子
的
・

個
人
的
表
章
の
み
に
始
終
す
る
揚
合
、
技
術
上
の
問
題
を
別
に

す
る
左
ら
ば
、
理
論
上
、
個
人
国
討
を
使
用
す
る
方
が
よ
り
正
賞

で
あ
っ
て
、

こ
の
黙
に
閲
し
て
は

∞』)白==
の
意
見
は
疋
鵠
を

得
て
ゐ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
友
ら
た
い
で
あ
ら
う
。
然
る
に
今

や
人
口
の
祉
曾
的
集
圏
に
闘
し
で
も
詳
細
な
る
表
章
の
要
求
が

増
大
し
つ
L
あ
っ
て
、

乙
れ
は
個
人
票
に
よ
っ
て
共
の
目
的
を

達
す
る
事
は
、
到
底
、
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
理
論
上
か
ら
言

つ
で
も
、
世
帯
票
に
よ
る
調
査
が
必
要
友
の
で
あ
る
。

Spann， 0.， ErheトungstechnischeProbleme d巴rosterreichen Volkszahl11ng， Stat. 
Monatscbrift. 35・Jabrg.[909. S. 4・
Tyszka， C.， Statistik. Teil '-. 1924. S. 67・
財部博士、社舎統計論綱、第二版一八五J[0 Tyszka， C.， a. a. 0.， S. 67 
Mayr， G.， Statistik und Gesellschaftslehre， ;~.~ Bd. 2. Au日.S. 35・
Engel. E.， a. a. 0.， S. 1[62 
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ニ1
r
o
N
m
Z
L
Z
ロ
R
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E
回
日
正
三
円

rmMWOMHL2。

;.. 

N山『-。円

EZ古】印

《】ロヌvr

者伶白島Zロ開〈。回}FHロ伊}vp-時
即
日

ETM回

ーー

営
一
三
む
巳
は
、
人
口
統
計
撃
を
綜
合
的
民
誌
島
一
人
目
当
P
S
R一E

H
)
白

5
0
出
『
弓
E
m
)
と
分
析
的
民
誌
皐
(
自
己
主
将
宮
口

2
0岡
昌
司

E
O
)

の
二
部
門
に
分
類
し
、
前
者
は
全
韓
と
し
て
の
人
口
を
問
題
と

世

帯

統

計

に

就
.て

し
、
後
者
は
人
口
の
側
々
の
特
質
(
例
へ
ば
韓
性
、
年
齢
等
)
を

問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
ひ
、
夏
に
前
者
を
再
介
し
て
、

個
人
の
総
量
と
し
て
の
人
口
を
研
変
す
る
揚
合

(
例
へ
ば
人
口

の
培
減
、
密
度
等
の
研
究
)

と
集
閣
と
し
て
の
人
口
を
研
交
す

る
揚
合

(
例
へ
ば
世
帯
、
家
族
等
の
研
究
)

と
が
あ
り
、
之
を

相}特i
L〆 tこ
て.:Il:
ゐ長長
老〉 白内
町民

誌
皐

む
O
B
D凹
『
P
句
U
一
命
)

(
ω
)

」己
)
E
o
m
-
R
F
O

世
帯
統
計
は
、

家
族
統
計
と
共
に
、

乙
の
共

棲
的
民
誌
撃
の
一
針
象
在
た
す
も
の
で
あ
る
o
人
口
の
集
闘

k
.

_，I~ ，. 

r叩，

~~:::' 
t¥1 
討P

1i1j; 

紛
糾
酎
4
4

ハ
刷
前
l
U
M
l

一L劃
UT寸
拍
脇
ん
い
白

生
物
事
的
共
同
憶
と
し
て
観
察
す
る
揚
合
、
之
を
家
放
(
F
E
-
-
H叩
)

と
稿
ず
る
。

の
分従
析来
的
二ケ j、
困口
に統
重計
，心 l立
を 原
置
く子
的
f唖i
向回
訪t ar 
s毘 f、
占的
f:原
~~理
カJ-l亡:基
2夫
1，:人
、口

集
固
と
し
て
の
人
口
に
関
す
る
調
査
は
透
か
に
立
ち
後
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
L
で
は
家
族
統
計
に
闘
す
る
問
題
に
論
及
す
る
事

を
避
け
た
け
れ
ば
友
ら
な
い
が
、
只
だ
家
族
統
計
調
査
の
沿
革

に
つ
い
て
一
一
一
目
し
て
、
共
の
護
蓮
の
遅
々
た
る
欣
態
を
明
ら
か

に
し
て
置
き
度
い
。
最
も
模
範
的
な
る
家
族
統
計
は
.
一
九
一

第
三
十
三
巻

七
六

第
五
拡

一一一一

と

日ie出， F.， Methodik der Von;:szäblung'(~n. 1931 S 月8.Mayr， G.， a. a. 0.， S. ~o4 
Wagner， K.， Die heutige HaushaHun日und.d.ie näch~ te Volkszahlung， Allg. 
Stat. Arch.iv. IS. Edιz壬"....t.S. 49:1 
EngeI， E.， a. a. 0.，も.162 
Salvioni， G'J Z1.1r.， S 1tatistik der l-Iam;haltung， Allg. Stat. Archi¥'. 5. Bd. 1. Halb 
band. 18g8. S. 191. 

帝時

7) 

8) 
9) 



世

帯

統

計

に

就

て

年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
調
費
せ
る
も
の
で
あ
る
と
言
は
れ
て

ゐ
る
。
と
の
調
査
結
果
は
第
十
二
回
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
園
勢
調

査
報
告
書
第
一
-
一
巻
に
記
載
さ
れ
て
居
り
、
ま
た
之
に
基
〈
家
族

統
計
的
研
究
は
り
E
E
C
切
に
よ
っ
て
後
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勿

論
、
之
よ
り
透
か
以
前
に
、
仰
蘭
西
は
家
族
統
計
調
査
を
賓
施

乙
れ
に
は
多
く
の
快
陥
が
あ
っ

h
。
ま
た
欧
洲

し
て
ゐ
る
が
、

η
渚
大
都
市
に
於
て
も
、
北
口
ょ
っ
、
家
族
統
計
調
官
官
一
が
費
施
せ

ら
れ
、
例
へ
ば
巧
仏
ロ
ゲ
ω
判
明
は
者
ロ
門
戸
窓
口
プ
虫
明
の
資
料
に
恭
き
、

p
y
q
ロ
は

の
資
料
に
基
き
、
ま
た
】
足
立
岳
は

]
広
告
コ
『
2
5

の
資
料
に
基
き
、
そ
れ
ん
¥
家
族
に
闘
す
る
詳
細
友
る

統
計
的
研
究
を
試
み
て
ゐ
る
が
、
人
口
の
構
成
内
容
は
都
市
と

ロ2
1
Z
E

地
方
、
f

一
陀
於
て
大
た
る
差
異
が
あ
る
か
ら
、
都
市
に
於
け
る
家

族
統
計
を
以
っ
て
、
全
閣
の
そ
れ
を
表
示
し
得
る
も
の
で
は
な

い
。
敵
洲
大
戦
後
、
出
産
李
激
減
の
恐
怖
は
、
新
人
口
政
策
を

樹
立
す
る
必
要
を
訴
へ
、
従
っ
て
家
族
統
計
は
其
の
重
要
性
を

増
大
し
つ
L
あ
る
に
拘
ら
や
、
濁
逸
に
於
て
も
、
全
図
的
家
族

統
計
調
交
は
未
だ
一
回
も
行
は
れ
た
事
が
な
い
。
我
聞
に
於
て

も
、
風
勢
調
査
は
既
に
三
回
寅
施
せ
ら
れ
た
が
、
家
族
統
計
に

第
三
十
三
巻

第
五
務

一
一

七
六

闘
し
で
は
何
等
の
考
慮
も
携
は
れ
た
事
が
な
い
。

突
に
人
口
の
経
済
的
集
閣
と
し
て
の
世
帯
に
闘
す
る
統
計
調

査
を
沿
革
的
に
視
察
ナ
る
に
、
世
帯
票
が
園
勢
調
査
の
調
否
様

式
と
し
て
古
よ
り
使
用
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
既
に
述
ぺ
た

が
如
く
、
専
ら
調
査
技
術
上
の
目
的
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、

世
帯
統
計
そ
の
も
の
が
、
岡
勢
調
交
に
於
て
、
特
に
問
題
と
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
は
比
較
的
に
新
ら
し
い
事
攻
の
で
あ
る
。
勿

論
、
大
都
市
に
於
て
は
、
前
帯
K
慨
す
る
統
計
啓
一
相
付
。
和
世

に
古
く
よ
り
存
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
ベ
ル
リ
ン

に
於
て
は
、
既
に
一
八
六
一
年
に
、
世
帯
に
閉
す
る
統
計
調
資

が
寅
施
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ー
が
し
か
し
家
族
統
計
調
査
は
、
之
を
園

勢
調
査
と
問
時
に
寛
施
す
る
に
し
て
も
、
技
術
上
、
或
る
困
難

を
伴
ひ
も
且
つ
家
族
統
計
の
矯
め
に
特
別
の
経
費
も
必
要
で
あ

る
か
ら
、
共
の
豆
要
牲
を
認
め
つ
L
も
之
を
容
易
に
賓
査
し
難

い
の
で
あ
る
航
、
国
勢
調
査
に
於
て
世
帯
票
が
使
用
さ
れ
さ
へ

す
れ
ば
、
世
帯
統
計
の
作
製
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
矯
め
に
、

世
帯
統
計
は
、
人
口
の
原
子
的
表
章
よ
り
は
透
か
忙
後
れ
た
と

は一一己へ、

一
八
九

0
年
代
に
は
既
に
、
敵
洲
諸
闘
に
於
て
之
を

Burgdorfer F.， Familienstatistik， Allg. StaL Archiv. 
493・
Dnnlop. J.， The Feγtility of Marriage in Scotlaロd，}Jurn. of the R. 
Soc. 19'4 pp. 259-271. 
Burgdurfer， F.， a. a目 0.，S. 499・
Landsberg， 0.， Familiens，tatistik， in "Die :")t<J.tistik in Deutschland“1. Bd. 
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見
る
事
が
出
来
た
。
し
か
し
乍
ら
世
帯
統
計
が
著
し
く
準
歩
し

た
の
は
、
大
戦
後
の
事
に
属
し
、
例
へ
ば
一
九
二

O
年
に
は
、
ス

4
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ギ
リ
シ
ア
等
が
詳
細
な
る
世
帯
統
計
を
作
製

し

一
九
二
五
年
に
は
、
弱
逸
は
峨
業
統
計
と
関
聯
さ
せ
て
特

色
あ
る
世
帯
統
計
を
作
製
し
、
ま
た
一
九
二
六
年
に
は
、

ロ

ユ〆

ア
は
特
に
都
市
人
口
に
つ
き
、
精
細
な
る
世
帯
統
計
を
作
製
し

た
i

我
闘
に
於
て
も
第
一
回
同
勢
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
詳

制
な
る
世
帯
統
計
は
一
大
疋
九
年
園
勢
調
査
報
告
(
全
闘
の
部
第

コ
一
巻
)
」
K
於
て
接
表
さ
が
て
ゐ
守
山
口
釦
二
目
劇
劃
刀
訓
劃
れ
結
果

に
つ
い
て
も
、
同
様
の
世
帯
統
計
が
作
製
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

大
戦
後
、
敵
洲
諸
闘
に
於
て
、
世
帯
統
計
が
著
し
く
重
要
視

せ
ら
れ
、
縫
っ
て
そ
れ
が
大
い
に
褒
達
し
来
た
っ
た
理
由
は
、

純
然
た
る
墜
問
上
の
興
味
に
基
〈
艶
も
少
友
〈
は
た
い
が
、
他

面
、
大
戦
後
の
祉
曾
事
情
の
費
化
が
、
世
帯
の
構
成
並
に
共
の

経
済
生
活
に
及
ぼ
せ
る
影
響
を
、
統
計
的
に
研
究
せ
ん
と
す
る

要
求
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
特
に
濁
逸
に
於
て
は
、
大
戦
中
の

出
生
損
失
、
大
戦
後
の
著
し
き
出
産
率
減
少
は
、
世
帯
員
の
縮
少

を
来
た
し
、
大
戦
に
よ
る
二
百
寓
の
男
子
の
死
亡
は
、
寡
婦
の

世

帯

統

計

に

就

て

世
帯
数
の
増
大
を
件
ひ
、
ま
た
未
婚
婦
人
の
相
針
的
過
剰
は
、

自
治
を
必
要
と
す
る
凋
身
婦
人
数
の
堆
加
を
清
ら
し
た
が
、
之

に
住
居
難
が
加
は
っ
て
、
か
a
A

る
濁
身
婦
人
の
、
他
人
の
世
帯

に
於
け
る
共
同
生
活
の
培
加
も
注
目
す
可
き
一
現
象
で
あ
る
。

右
に
漣
ぺ
た
が
如
き
世
帯
構
成
の
費
化
を
、
人
口
政
策
及
び
紅

舎
政
策
の
立
揚
か
ら
統
計
的
に
研
究
す
る
必
要
が
唱
へ
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

世
帯
の
調
査
は
、
各
個
人
の
調
査
の
如
〈
、
簡
翠
に
行
は
れ

る
も
の
で
は
た
く
、
寧
ろ
世
帯
並
に
世
帯
の
構
成
分
子
の
観
念

に
闘
し
て
熱
多
の
疑
義
が
存
在
す
る
か
ら
、
先
づ
世
帯
統
計
の

目
的
に
照
し
て

d(の
概
念
を
決
定
し
て
か
L

る
必
要
が
あ
る
。

山
間
帯
と
家
族
の
一
一
一
翻
念
が
、
普
通
の
用
語
例
に
よ
れ
ば
、
極
め

て
掬
繁
に
混
同
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ぽ
国
吉
田
は
、
世
帯
と
家

族
ム
」
の
匝
別
を
無
視
し
て
ゐ
る
諜
で
は
友
い
が
、
世
帯
も
亦
成

義
の
家
族
中
に
包
含
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
友
し
て
ゐ
る
し
、

ま
た
伊
一
三
D
三
に
在
つ
て
は
、
語
源
的
に
見
て
、
-
フ
テ
シ
詰
の

第
三
十
三
巻

一

七
~ ，、

第
五
披

S. 258. 
Landsberb， 0.， a. a. 0.， S. 268. 
Zahn. F.， Familie lmd Familienpolitik， 1:918. surgdorfer， F.， Volk. Familiε 
llnd Statistik， Allg. Stat. Archi，. "7， Bd. 3田 Heft.'927' S・349以下参照明、gner，K.， a. a. 0.. S. 498 
調主主は大戦後、家族統計調査の必要在感じ乍炉、 1925年の園勢調査に於で
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世

帯

統

計

に

就

て

F
E
E
g
は
伊
太
利
語
の

F
E
o
-
(
北
バ
の
新
語
は

P
E
M
E
m
H
)
 

相
遁
じ
、
そ
し
て
伊
太
利
認
の

p
g己
目
"
は
猫
逸
話
の
巴
言
明
目

}
正
門
戸
高
と
一
致
す
る
と
言
ふ
の
一
で
、
世
帯
は
要
す
る
に
家
族
の

概
念
中
に
全
く
包
括
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
な
し
、
彼
の
匡
分
せ

る
三
種
類
の
世
帯
即
ち
自
然
的
世
帯
(
血
族
並
に
家
事
使
用
人

よ
り
成
る
も
の
)
、
経
済
的
世
帯
(
向
ほ
之
に
職
業
使
用
人
を
加
へ

た
る
も
の
)
及
び
更
に
他
人
分
子
宮
-
z
t
U
3
5
自
己
g
]
4
0
2
8
3

を
加
へ
た
る
世
帯
は
何
れ
も
家
族
で
あ
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
。

然
る
に
統
計
上
の
概
念
に
従
へ
ば
、

こ
の
雨
者
は
、
概
念
上
、

明
ら
か
に
匝
別
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
っ
て
、
家
族
は
枇
舎
の

生
物
撃
的
共
同
剛
胆
で
あ
る
に
反
し
て
、
世
帯
は
枇
舎
の
経
済
的

共
同
櫨
訟
の
で
あ
る
。
生
物
製
的
意
味
に
於
け
る
家
族
は
、
之

を
狭
義
に
解
す
る
揚
合
、
夫
婦
と
共
の
子
女
と
の
集
閣
で
あ
り
、

之
を
炭
義
に
解
す
る
場
合
、

と
の
他
に
血
族
を
加
へ
た
る
集
圏

で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
必
ら
や
し
も
共
同
生
活
叉
は
共
同

経
済
生
活
乞
替
む
必
要
は
な
い
。
部
ち
修
曲
学
の
目
的
叉
は
婚
姻

の
矯
め
に
、

一
時
的
叉
は
繕
頓
的
に
爾
親
の
下
よ
り
分
離
せ
る

子
女
或
は
血
叫
に
死
亡
せ
る
子
女
さ
へ
も
家
族
員
た
る
を
失
は
な と

第
三
十
三
巻

第
五
競

四

七
六
四

い
の
で
あ
っ
て
、

F2L目
ZLM
の
一
言
葉
に
従
へ
ば
、
家
族
は
血

縁
に
よ
っ
て
水
久
に
結
合
し
て
ゐ
て
、

死
亡
も
之
を
解
消
し
得

ざ
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
世
帯
は
経
済
的
共
同
慢
で
あ

り
、
共
の
中
心
は
、
多
く
の
場
合
、
同
時
に
生
物
製
的
意
味
に

於
け
る
家
族
で
は
あ
る
が
、
往
々
に
し
て
、

一
方
で
は
家
族
員

の
分
離
が
あ
り
、
他
方
で
は
他
人
分
子
が
混
入
し
て
ゐ
る
。

の
経
済
的
共
同
開
は
、
水
源
的
に
は
、
生
時
的
並
に
消
費
的
一
一

方
一
閣
の
性
質
を
具
へ
て
ゐ
る
が
、
今
日
の
一
舵
曾
に
於
て
は
、
仙
制

費
方
面
に
其
、
の
章
一
心
が
置
か
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
、
世
帯
内
に
於

て
、
消
費
行
鶏
と
共
に
、
生
産
行
筋
の
行
は
れ
る
場
合
も
た
い

で
は
た
い
が
、
分
業
の
著
し
く
稜
建
せ
る
丈
明
固
で
は
、
生
産

行
局
は
、
多
く
の
場
合
、
附
帯
外
に
於
て
経
皆
せ
ら
れ
、
世
帯

の
重
心
は
専
ら
共
同
生
託
者
の
消
費
粧
，
併
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。

右
に
遁
ぺ
た
が
如
く
、
家
族
と
世
帯
と
は
、
概
念
上
、
明
確
に

匝
別
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
り
、
偶
冷
雨
者
が
一
致
す
る
場
合

之
を
家
族
世
帯

(Es--一
2
d
g
c
各
戸
一
門
)

と
桶
し
て
ゐ
る
が
、

L

に
在
つ
で
も
、
生
物
事
的
共
同
鑓
と
経
済
的
共
同
牒
と
を
明

ら
か
に
区
分
す
る
事
が
出
来
、

ま
た
共
の
必
要
も
存
・
す
る
。

と

も之を断念した理由は、国勢調査と同時に職業自立に経俸調笠を寅施した矯め
に、宵ほ之に家族統計調査をl肘加ナる事は、技術上過重の責措となるし又経
費の嵩む矯めであった。 (Burgdorfer，-F." Volk， FamilIe und Stai~;tik ， 
Allg. ::itat. Archiv. '7， Bd. 3. Hcfr. '927": ，，65.) 
Wagner， K.， a. a. 0.， S. 498. 
九.Vagner，K.， a. a. 0.， S. 499 
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前
者
は
家
族
統
計
の
封
象
と
友
り
、
後
者
は
世
帯
統
計
の
針
象

と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
世
帯
の
調
査
に
は
、
形
式
的
方
法

(
Z
E
P一E
F
Z
S
)

と
賞
質
的
方
法
(
旨
巳
g
o
=
g
F
7
5
4
の
二
種
類
が
あ
る
。

の
形
式
的
方
法
に
あ
っ
て
は
、
住
居
を
構
へ
て
ゐ
る
外
部
的
事

貨
を
以
っ
て
、
そ
と
に
一
世
帯
あ
り
と
看
倣
す
も
の
で
あ
っ
て
、

共
の
質
例
は
悌
蘭
西
、

ア
メ
リ
カ
に
於
て

ベ
ル
ギ
ー
、
英
圏
、

一
八
六
九

年
上
り
一
八
九

O
年
ま
で
、
こ
の
方
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
c

見
る
事
が
出
来
る
し
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
於
て
も
、

人
類
共
同
生
活
の
最
も
普
通
の
形
態
は
佐
居
で
あ
る
か
ら
、
住

居
を
以
っ
て
世
帯
の
標
準
と
す
る
事
は
、
遁
骨
聞
な
る
慮
置
で
あ

る
や
う
に
一
臆
は
考
へ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
乙
れ
に
つ
い
て
は

種
h
友
る
困
難
が
伴
っ
て
ゐ
る
。
邸
ち
住
居
の
概
念
を
決
定
す

る
事
が
既
に
困
難
で
あ
る
が
、
偲
り
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
於
て

規
定
せ
ら
れ
た
る
が
如
く
、
同
一
の
鍵
を
以
っ
て
戸
閉
り
の
出

来
る
室
の
総
数
を
住
居
で
あ
る
と
規
定
す
る
事
が

E
営
で
あ
る

一
共
同
経
済
憶
が
二
個
の
住
居
を
使
用
す
る
揚
合

B
F
，
し
で
も
、

も
有
り
得
ぺ
く
、
更
に
住
居
難
を
訴
へ
つ
L

あ
る
今
日
の
祉
曾

世

帯

統

計

に

就

て

こ

に
於
て
は
、

一
住
居
内
に
二
個
以
上
の
共
同
経
済
般
が
荏
在
す

る
揚
合
も
少
友
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
之
を
一
世
帯
と
看
微
す

事
は

一
住
居
に
一
共
同
経
済
憶
の
存
在
す
る
も
の
と
同
一
視

す
る
事
に
な
り
、
到
底
、
之
を
是
認
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で

あ
る
。
形
式
的
方
法
に
よ
っ
て
世
帯
を
調
査
せ
ん
と
す
る
揚
合

に
は
、
右
に
流
一
べ
た
が
如
き
不
都
合
が
褒
生
す
る
鎮
め
に
、

ー
ス
ト
リ
ア
も
、

一
九

O
O年
以
来
、

一
般
に
採
用
さ
れ
て
ゐ

る
寅
質
的
方
法
を
取
り
入
れ
る
事
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。

寅
質
酌
方
法
に
あ
り
て
位
、
相
λ
わ
4
4

百
匹
州
民
に
り
宮
人
身

的
標
準
を
定
め
、
住
居
共
同
の
事
賓
の
み
に
嫁
ら
な
い
で
、
夏

に
共
同
家
計
に
属
す
る
事
貨
に
基
い
て
、
共
同
経
済
健
を
一
世

帯
と
し
て
調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
方
法
は
、
今
日
、
濁

逸
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
〈
の
闘
の
採
用
す
る
所
の
も
の
で
あ

り
、
我
園
も
、
園
勢
調
査
施
行
令
第
三
僚
第
二
項
に
は
、
「
本
令

に
於
て
世
帯
と
稿
す
る
は
住
居
及
家
計
を
共
に
す
る
者
を
謂

ふ
」
と
規
定
し
て
あ
っ
て
、
同
じ
く
乙
の
方
法
に
従
っ
て
ゐ
る

事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
乙
の
方
法
に
よ
る
揚
合
に
も
、

人
身
的
範
園
に
闘
し
て
種
々
困
難
な
る
問
題
が
件
ふ
も
の
?
あ

第
三
十
一
一
一
巻

七
六
五

五

第
五
務

1 
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世

帯

統

計

に

就

て

る
。
印
ち
「
一
人
に
し
て
住
居
を
有
し
家
計
を
立
つ
る
者
も
亦

一
世
帯
と
す
」
(
同
令
第
三
一
保
第
一
一
一
項
)
と
規
定
す
る
場
合
、

の
聞
阜
身
世
帯

{
何
百
N
⑦
百
戸
回
目
r
p
Z
E白
川
)

の
荏
在
に
つ
い
て
は
、

特
別
の
疑
問
を
生
じ
な
い
が
、

る
多
数
の
共
同
経
済
捜
が
包
容
せ
ら
れ
る
揚
合
、
或
は
叉
家
計

一
住
居
内
に
家
計
を
共
に
せ
ざ

を
共
に
せ
る
一
共
同
経
済
憶
が
、
多
く
の
住
居
に
分
た
る
る
揚

合、

寸
家
計
を
共
に
す
る
も
別
に
住
居
を
有
す
る
者
、

汀
人
は
住

居
を
共
に
す
る
も
別
に
家
計
を
古
つ
る
者
は
、

一
世
帯
と
す
司

共
の
一
人
な
る
揚
合
亦
同
じ
」
(
同
令
第
三
僚
第
四
項
)
と
規
定

し
て
も
、
特
に
輩
身
の
鱒
借
入
(
ピ
ロ
苦
言
。
【
合
同
)

に
関
す
る
寅

際
よ
の
取
扱
ひ
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
困
難
が
存
ず
る
の
で

あ
る
。
現
に
か
L

る
草
身
者
に
つ
い
て
、
濁
逸
、
悌
繭
四
、
ス

オ
ー
ス
ト
リ
ア
等
に
於
て
は
J

軍
身
世
帯
を
認
め
て
ゐ

4

ス、

た
い
に
反
し
て
‘
英
圏
、

め
て
ゐ
る
。
我
園
も
、
前
僚
の
規
定
に
於
て
明
ら
か
で
あ
る
が

ペ
ル
ギ

l
等
は
之
に
向
車
身
位
帯
を
認

n
H

・i
・、

古
M
F

〈

と
の
輩
身
世
帯
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
賓
際
の

取
扱
ひ
上
、
か
k

る
草
身
の
縛
借
人
と
、

一
世
帯
に
従
属
す
可
・

き
も
の
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
軍
身
の
下
宿
人
(
問
。
位
向
山
口
問
。
午
、

こ

第
三
十
三
巻

七
六
六

第
五
披

一
、A
~ ノ、

間
借
入

E
3
5
E
2
2
)
或
は
寝
間
借
入
(
目
立
円
目
。
宮
こ
と
を
区

別
す
る
事
の
困
難
左
る
揚
合
が
少
な
く
な
し
、
従
っ
て
共
の
取

扱
ひ
不
斉
一
に
流
れ
る
危
険
も
少
た
く
な
い
。

右
に
述
ぺ
た
る
普
通
世
帯
に
到
し
て
、

一
場
屋
叉
は
一
般
舶

に
、
家
計
を
共
に
せ
ざ
る
者
の
集
合
す
る
場
合
、

こ
h

に
特
殊

の
世
帯
が
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
我
園
の
法
規
も
斗
寄
宿
舎
、

病
院
、
渡
底
、
下
宿
屋
英
の
他
、
出
家
計
を
共
に
せ
ず
る
者
の
集

合
す
る
易
昆
又
は
舵
配
K
，F

仕
る
者
に
し
て
去
の
家
計
を
t
h
k
t

ざ
る
も
の
は
一
揚
屋
又
は
一
船
舶
毎
に
一
世
帯
に
準
宇
」
(
同
令

第
三
保
第
五
項
」

と
規
定
し
、

Z/}
を
、
普
通
、
準
世
帯
と
稀
し
て

ゐ
る
。

こ
の
準
世
帯
の
調
査
に
蛍
つ
で
も
幾
多
の
疑
問
が
生
十

る
で
あ
ら
う
、
例
へ
ば
下
宿
屋
の
下
宿
人
左
所
謂
素
人
下
街
叉

は
知
人
の
宅
に
於
け
る
下
宿
人
と
の
匝
別
の
如
き
、
或
は
旋
底

に
於
け
る
純
粋
の
旗
客
と
個
人
的
宿
泊
人
と
の
原
則
に
つ
い
て

斉
一
の
取
扱
び
を
す
る
事
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
賓

質
的
方
法
に
於
け
る
乙
れ
等
の
困
難
は
、
賓
際
上
の
手
続
に
閥

ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
周
到
な
る
用
意
を
怠
る
事
が
な
け
れ
ば
、

或
る
程
度
ま
で
、
調
査
の

E
確
を
期
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ

Inam-Sternegg， K.. Die nachste Volk5zählllr~g， Stat. ~11()n a. tschrift.. 16. Jahrg 
1890. :i. 359・
壬Iiess，F.， a. a. 0.， S. 225・
九byr.G.， a. a. 0.， S. 206. 壬Iiess.F.， :1. 
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る
か
ら
、
世
帯
の
調
査
に
、

と
の
賓
質
的
方
法
が
盆
々
庚
〈
探

用
さ
れ
行
く
傾
向
を
有
っ
て
ゐ
る
。

四

我
園
の
園
勢
調
査
施
行
令
第
四
僚
に
よ
れ
ば
、
世
帯
に
闘
す

る
申
告
は
、
普
通
世
帯
に
在
つ
て
は
世
帯
主
の
義
務
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
世
帯
主
は
、
多
〈
の
相
割
合
、
戸
主
で
あ
る
が

告
書
記
入
心
得
)

h

我
闘
に
於
て
は
現
在
人
口
主
義
に
則
っ
て
ゐ

る
斜
め

k
i
t
-
r
k
し
て

郡
伊
右
約
料
和
十
一
L

が
羽
川
配
、
世
和
山

大
い
さ
並
に
其
の
内
容
構
成
に
闘
し
買
賓
の
欣
態
を
明
ら
か
に

た
し
得
友
い
事
と
な
る
。
倫
ほ
こ
の
外
に
も
、
現
在
人
口
主
義

に
採
る
揚
合
、
種
-
R
h
仏
る
献
陥
を
想
像
す
る
事
が
出
来
る
の
で

あ
っ
て
、
例
〈
ぽ
「
二
人
の
世
帯
」
に
於
て
、
其
の
一
人
が
一
時

的
不
在
者
と
左
れ
ば
、
こ
れ
は
「
一
人
の
世
帯
」
に
媛
化
し
、

入
が
同
時
に
一
時
的
不
在
者
と
な
り
、
且
つ
滞
在
地
に
於
て
自

己
の
世
帯
を
有
た
ざ
る
揚
合
(
蔵
館
に
宿
泊
す
る
揚
合
)
、

そ
の

世
帯
は
全
く
存
在
し
友
い
事
に
た
る
。
ま
た
家
事
使
用
人
が

時
的
に
外
出
し
て
ゐ
る
揚
合
、
其
の
世
帯
は
家
事
使
用
人
数
を

世

帯

統

計

に

就

て

ヰ1

ま減
7とじ
世或
帯は
合台 -， 

苦室
町使
用住
同人
.'il ~ 

許主
と'-"-
臨帯
" Lー

まが
毛見

る
は閥的

係 t
T孟
U と
る
がな
、m弓

一
時
的
不
在
者
を
除
外
せ
る
世
帯
は
、
住
居
の
庚
さ
と
世
帯
員

教
と
の
闘
係
に
つ
き
、
質
賃
の
欣
況
を
表
示
し
得
た
い
事
と
ゑ

る
。
か
L
る
倹
陥
あ
る
が
痛
め
に
、
世
帯
統
計
に
於
て
も
、
現

存
人
口
主
義
よ
り
も
住
居
人
口
主
義
を
採
用
す
る
方
が
良
い
の

で
あ
る
。

関
勢
調
賓
に
於
け
る
人
口
の
種
類
に
闘
す
る
問
題
を
暫
く
不

明
叶
こ
哨
心
、
一
九
川
町
こ
と
hv一
生
同

b
J
る
旨
ら
ど
.

l
i
1

山

1
1
b
h
♂

!

1

'

i

位
借
主
を
定
め
‘

そ
し
て
相
帯
主
に
謝
す
る
世
帯
員
の
地
位
叉
は
関
係
を
問
ふ
事

に
よ
っ
ナ
、
世
帯
の
大
い
さ
と
同
時
に
、
世
帯
の
内
容
構
成
に

闘
し
で
も
正
確
友
る
事
寅
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
る
。
第

一
に
、
家
族
統
計
は
、
家
族
の
生
殖
力
に
閥
す
る
問
題
の
研
究

に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
世
帯
統
計
は
、
之
と
は
別
の
視
騎

か
ら
、
幾
人
の
子
女
が
世
帯
内
に
留
り
、
ま
た
幾
人
の
子
女
が

職
業
上
或
は
修
事
上
世
帯
外
に
在
る
か
の
事
責
を
明
ら
か
に
た

し
、
次
に
世
帯
内
に
他
人
分
子
が
ど
の
程
度
に
入
り
込
ん
で
ゐ

る
も
の
で
あ
る
か
と
言
ふ
、
極
め
て
重
要
に
し
て
興
味
あ
る
問

第
三
十
三
巻

第
五
競

一
三
七

七
六
七
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世

帯

統

計

に

就

て

題
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
る
。
他
人
分
子
と
し
て
は
、
家

事
使
用
人
、
職
業
使
用
人
、
下
宿
人
、
寝
間
借
人
等
が
あ
る
。

家
事
使
用
人
と
職
業
使
用
人
と
は
理
論
上
匝
別
せ
ら
れ
、
前

者
は
消
費
経
済
の
矯
め
、
後
者
は
生
産
経
済
の
矯
め
使
用
せ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
用
者
を
明
確
に
匿
分
ず
る
事
は
困
難
で

乙
の
概
念
決
定
も
闘
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
が
あ
る
も

の
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
出

3
分

あ
り
、

の
家
事
使
用
人
に
闘
す
る

総
議
H
U
左
む
如
く
で
あ
り
て
川
大
側
、
我
闘
の
率
的
K
も
矧
A
U

し
得
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

(
一
)

(一一}

(
=
一
)

雇
主
は
使
用
人
を
鰹
替
上
白
目
的
に
使
用
せ
ぎ
る
事

仕
事
白
範
囲
が
徐
り
明
確
に
規
定
さ
れ
で
ゐ
な
い
事

仕
事
は
一
定
の
仕
事
部
屋
に
於
で
免
さ
ず
、
雇
主
の
世
帯
内

で
行
は
れ
る
事

家
事
使
用
人
は
共
の
世
帯
の
繭
祉
般
態
と
密
接
な
る
関
係
が

あ
る
も
の
で
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
、
こ
の
家
事
使
用

人
は
・
次
第
に
持
働
者
と
同
一
の
性
質
を
帯
び
て
来
て
h
d

自
己
の

世
帯
を
有
つ
傾
向
が
培
し
つ
L
あ
る
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
に
於
け

る
世
帯
の
家
事
使
用
人
の
欣
態
は
、
他
国
の
そ
れ
と
比
較
す
る

揚
合
、
特
別
の
注
意
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
大
戦
後
、
住
居

第
三
十
三
容

七
六
A

第
五
戒

一
コ
一
八

難
と
女
中
難
の
矯
め
に
、
自
己
の
世
帯
を
拾
て
弘
、

住
び
を
す
る
者
も
少
な
く
な
い
と
一
言
ふ
事
で
あ
る
n

職
業
使
用

ホ
テ
ル
に

人
は
、
産
業
革
命
以
前
に
於
て
は
、
共
の
親
方
の
生
産
一
事
業
に

従
事
せ
る
限
り
、
普
通
、
親
方
の
世
帯
内
に
属
し
て
ゐ
た
の
で

あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
多
く
工
場
努
働
者
と
し
て
自
己
の
世
帯

を
有
っ
て
ゐ
る
。
只
だ
都
曾
で
は
商
府
の
小
府
民
が
主
人
の
世

馳
市
内
に
住
居
し
て
ゐ
る
場
合
が
あ
る
。
之
に
反
し
て
地
方
に
於

て
り
可
能
業
上
川

州
制
引
J
M
川
町
人
が
↓
j

人
の
判
明
竹

パd
コ
業
」
、

に
住
居
し
て
ゐ
る
場
合
は
少
た
〈
た
い
。
従
っ
て
職
業
使
用
人

の
状
況
は
都
市
と
地
方
左
で
大
友
る
差
異
が
あ
る
護
で
あ
る
配

世
帯
に
於
け
る
他
人
分
子
の
中
で
、
下
宿
人
、
寝
間
借
人
等

は
都
市
に
於
て
特
に
多
く
、
枇
曾
事
情
上
、
重
要
た
る
怠
味
を
有

っ
て
ゐ
る
。
卒
ろ
こ
れ
は
望
ま
し
か
ら
ざ
る
現
象
で
あ
る
と
一
一
己

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
友
ら
ば
こ
れ
等
の
人
々
は
自
己

の
家
郷
を
有
せ
や
、
彼
等
を
寄
宿
さ
せ
て
ゐ
る
世
帯
の
家
族
生

活
に
謝
し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
す
事
が
少
友
く
な
い
か
ら
で
あ

る
。
勿
論
、
事
生
の
下
宿
人
は
勉
皐
の
矯
め
に
下
宿
し
て
ゐ
る

も
の
で
あ
っ
て
.
と
の
住
居
問
題
と
は
直
接
の
閥
係
が
た
い
が
、

Archiv. 8. Bd. 1914' S. ]86. Zizek， F.， Grundriss. der Statistik， 2. Au日 I923・
S. 246. Beukemann， ¥7"1'1' a. a. 0.， S. 204. Fliess， F.， a. a. 0.. S. 90. 
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大
部
分
は
住
居
難
叉
は
所
得
僅
少
の
矯
め
に
自
己
の
世
帯
を
有

volksz!ihh.:ng 

ち
得
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
寝
間
借
入
の
如
き
、
社
曾
風
教

上
、
重
大
な
る
意
義
を
有
っ
て
ゐ
か
。

右
に
示
せ
る
世
帯
内
の
諸
事
項
を
、
闘
勢
調
査
に
於
け
る
一

der 

般
の
調
査
事
項
邸
ち
男
女
、
年
齢
、
配
偶
閥
係
、
職
業
等
、
と
組

Rauchberg， H.. Die "Re，.olk:.erung Osl門間ichsaul Grnncl 
vom. 31. 12・1890.1895 S. 79・
Tyszka. C.. a. a. 0.. S. "9. Sal、rioT.II:， G.， a. 0.， S. 235・
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合
せ
る
揚
合
、
枇
曾
事
情
観
察
上
、
興
味
あ
る
世
帯
統
計
が
出

来
る
の
で
あ
っ
て
、

m
w
J
一
乱
。
正
は
、
既
に
こ
れ
等
の
問
題
に
つ

き
.
極
め
て
詳
細
た
る
研
究
を
殻
表
し
て
居
ゎ
、
ま
た
財
部
博
士

川
、
我
附
山
川
伸
一
川
同
一
抑
制
判
一
山
総
川
町
い
や
い
品
く
竹
榊
統
計
の
作
中

大
い
に
味
ふ
可
き
助
言
を
輿
へ
て
ゐ
ら
れ
か
。

に
劃
し
て
、

司-c 

し
て
第
一
回
関
勢
調
査
の
結
巣
に
義
き
、
園
勢
調
査
報
告
第
三

巻
と
し
で
普
通
世
帯
の
構
成
に
つ
い
て
の
統
計
が
既
に
・
公
刊
せ

h

っ
l
c
h
d
-
u
ほ、

1
、二、--デヨ、

p
v
み首
A

V

J

勺

e
-
d
e
dん

rふ
ノ
ゆ

/
-
-
t
t

そ
れ
は
極
め
て
詳
細
に
表
傘
立
}

れ
て
ゐ
る
事
を
述
べ
、
向
ほ
軍
身
世
帯
並
に
準
世
帯
に
闘
し
残

さ
れ
た
る
問
題
E
F

共
に
、
之
を
他
日
論
遁
す
る
事
と
す
る
。
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